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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/14（水）青陽館の避難訓練実施。
・本日14：00より、三浦繁雄様施設体験利用予定。
・本日村上元道様のサービス担当者会議を就労継続支援A型レットコンパスにて実施。小嶋SGM参加。

［各研修］
・2/9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」のビデオ研修
・2/11　発達障害に関する研修
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと

[提出物]

・1月経過録⇒2/7（水）までに作成・アップロードすること。

・転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードすること。
＜利用者様情報＞

デイケア

・上川原　豊　様～自分から薬の空包をスタッフに見せており、問題なく服薬できていると話し知恵る。プログラムでは自分から発言しながら参加しており、居眠りはない。午後も様子観察を行なっていく。
・佐々木　理佳様～本日久しぶりに来所している。普段より遅めに来ているが、理由は特にないとのこと。体調については問題なく、服薬もしていると話しており、今後も継続するよう促している。デイケアでは、年齢が近い利用者（福井彩様、東海林紀子様）と交流しながら過ごしており、自分から声を掛けながら問題なく対応している。
・佐々木　常夫様～本人より金銭管理に関して、どのようにしていけば上手く管理できるのかとの相談がある。現在の金銭使用状況を質問すると、曖昧に答えており、具体的な金額は分からないとのこと。金銭管理が出来るようになるためには、まずは現在の収支状況を把握し、可能な対策対応を検討していく必要があることを伝え、自身で一ヶ月の収支を確認した後に、具体的な方法を考えていくよう促すと「わかりました」と話している。金銭管理を気にしているようだが、昼食時にうみねこ幸房にて注文した食事と、持参したカップラーメンを食べている等、過剰に金銭を使用しているような様子がある為、生活状況を確認しながら金銭管理が出来るよう関わっていく。

・東海林　紀子様～テーブルに伏せていることが多く、スタッフから声を掛けるとお腹にガスが溜まっていて今朝3時に目が覚めたことと、生理痛があることを話している。不調時には無理をしないよう伝えるが、最近プログラムに参加せずに過ごしていることが多い為、体調を考慮しながらプログラム参加を促していく。
・繁名　和恵　様～本日腹部の調子が悪いとの電話連絡があるが、スタッフ促しにより来所できている。来所できたことを評価しつつ、今後も継続して来所することができるよう関わっていく。

デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、「帰りたい」と話しながら落ち着きなく歩き回ることがあったとのこと。本日来所時は落ち着いているが、午後よりチラシを探すことや、「我慢できない」と落ち着きなく歩き回る様子が目立っている。勝手に階段に行こうとすることはないが、本人が少しでも落ち着けるよう散歩等の対応を行いながら所在確認を徹底していく。
・山田　隆雄　様～昨日夕食時に普段と違うミーティングルームで食事を食べようとしており、理由としてテレビがうるさいとのこと。その後も帰宅時まで落ち着かずうろうろする等普段とは違う様子が見られている。本日来所後からは問題なく過ごしているが、引き続き様子観察をし、必要に応じて介入していく。
・倉石　ヨシエ様～本日排便が5日間出ていないとのことで、アローゼンを服用している。排便状況に注意しながら対応していく。
・稲垣　ふき　様～一昨日より発熱があり、クーリングと安静休養にて対応し発熱と解熱を繰り返しているが、今朝の体温は38.4℃となっている。青風荘病院受診が検討されており、受診後は情報提供して欲しいことを伝えている。
ナイトケア

・八木橋　牧雄様～昨日八戸赤十字病院受診日であり、結果を質問すると今後の治療方針を報告している。治療は抗がん剤治療を行うとのことで、投与はカテーテルにより行い、首の鎖骨周辺を触り「ここから入れれば、全身に行くから」と治療内容の話をしている。2/13（火）に入院し、カテーテルを入れるとのことで、入院の際の家族の同意については、「兄貴が77歳で年で、同意も無理だから」と青南病院や工房でバックアップしてくれることになったことを話している。家族のことに関しては、兄が高齢と言うことの他に遠くにいるためすぐ来ることは出来ないことも話している。入院に関しては「1週間くらいかな」とその後は「どうなるかわからない」とのことで、治療や今後のことについて何かわかり次第教えて欲しいことを伝えている。ナイトケアでは、時折冗談を話しながらスタッフと交流しており、終始穏やかに過ごしている。
＜勉強会＞
避難訓練について
防災ﾏﾆｭｱﾙ
1． 意義

　　災害時、利用者様の生命を守る為、各スタッフが冷静に対応することが求められる。各スタッフは、①火災報知器で出火場所の確認②出火場所を探し火災現場の状況確認③初期消火④消防通報⑤施設内への通報⑥区画形成⑦利用者様の避難誘導と残留者の確認⑧人員確認⑨防火管理者への報告を行なわなければならない。

　２．目的

　　利用者様の生命の安全を図る。

３．手順
青陽館火災時緊急行動

	１．出火場所の確認　　　　　火災報知盤で知る

	２．出火現場の確認　　　　　出火現場を探し状況確認

	３．初期消火　　　　　　　　 　消火器使用

	４．消防通報　　　　　　　　　 火災報知装置かPHS使用

	５．施設内への通報　　　　  放送機使用

	６．区画形成

	７．利用者様の避難誘導と残留者なしの確認

	８．人員確認

	９．防火管理者への報告（17時以降は、チーフ）


青陽館　火災発生時の緊急行動の手引
１．出火場所の確認

　火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」。

　①自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつける。

　②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりがついているところを探し、警戒

区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称２回）。

※スタッフの内１人（ＤＣリーダーかＮＣリーダー）が、各スタッフにどのような順路で出火場所を探すよう指示する。
２．出火現場の確認

消火器を持って、出火場所へ急行する。

※出火場所を見つけたスタッフは、「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」と、他者に聞こえるよう大声で出火場所と避難方法を叫び利用者様のところに戻るスタッフと、初期消火を行うスタッフに分かれる。また、館内放送を使用し、全員に火災である事を周知する。
３．初期消火

　　現場確認の時に消火器によって行う。

　　※事前に消火器の使い方を熟知しておくこと。

　消化できれば終了。消火できなければ、「初期消火失敗」と声を出して言い、

すぐ「消防機関への通報」などの行動に入る。

４．消防機関への通報

　　消火器での消火がうまく出来なかった場合、直ちに火災発生を消防機関に通報し（通報例文を利用）、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。
報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者とAOMへ連絡。１７時以降はチーフへ報告。
※この通報時に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤

い２個のスイッチを押す）。
※事前に音響停止スイッチを連動操作盤の実物で操作してみておくこと。

　　　消防機関（１１９）へは火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」

をダイヤルすれば通じる。
　　※事前に火災報知器装置の使い方を熟知しておくこと。

５．施設内部への情報伝達

　　次に施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する。通報例文を利用

し３回以上繰り返すこと。

６．区画形成

　　防火区画形成のため、手動で防火扉を閉める。（防火扉：各階の階段のドア、

外部との通用口）

　　※「出火場所の確認」「消防通報」「施設内部への情報伝達」などは１階スタ
ッフルームで同時操作できる項目である。
７．利用者の避難誘導と残留者なしの確認

　　各階とも下記の①か②のルートで避難する。
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①内部の段階から１階に降り　　１階喫煙所隣の非常口から戸外に避難する

正面玄関から戸外に避難する

浴室側非常口から戸外に避難する

　　②浴室側の非常口から外階段を使用し１階に降り避難する

※各室、残留者がないか確認しながら利用者を誘導し残留者のいないことを確認する。
　　※使用者の名簿を（夜間は懐中電灯も）携帯するのを忘れないように。
※１階喫煙所隣の非常口と３階非常口は、取っ手のプラスチックカバーを捻り破損し、中鍵を外して開く。これは現場で事前に確認しておくこと。
８．人員確認

　　戸外に誘導した利用者を安全な場所に誘導し、人員の確認をする。この時欠

員があれば、名簿で欠員者氏名を確認し、捜索する。

９．報告

①避難場所人員を確認しSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）へ伝える。

②報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は防火管理者とAOMへ報告する。１７時以降はチーフへ報告。
災害時の通報文例

　　　　　　　　　　青陽館の場合

消防通報専用電話からの通報例文

◆火災通報装置を使用。

①またはPHSでは００１１９を押す。

②＜こちら１１９番＞＜消防署です＞＜火事ですか、救急ですか＞

　　　　「火事です、火事です。」

③＜場所は？＞

　　　　「青陽館です。」

　　　「住所は八戸市田面木字赤坂３５－６８」

　　　「電話番号は２７－２０１６」

　　　「国道１０４号の八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です。」

◆「３階建ての・・・階が燃えています。」

　　　「逃げ遅れた人は」

　　　　　　　　「いません。」

　　　　　　　　「・・・人逃げ遅れました。」

　　　　　　　　「まだ分かりません。」

◆その他、特異な事があれば言う

館内放送例文

「・・・で火災が起きています。メンバーの方はスタッフの指示に従って避難して下さい。スタッフは、・・・から・・・へメンバーを誘導して下さい。」
